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論文審査の結果の要旨 
 
変形性膝関節症は加齢とともに発症・進行する疾患であり、膝関節組織の損傷等により膝関節機能ならびに身体機
能の障害につながる。本論文は、膝関節機能障害に大きく関与するとされている脛骨大腿関節内側部の圧迫力（内側
膝圧迫力）に着目し、三次元筋骨格モデルに基づくバイオメカニクスシミュレーションを通じてこれを詳細に解析す
ることにより、理学療法的歩行指導に関する新たな知見を見出すことを目的としたものである。 
まず始めに、両側下肢の筋骨格モデルを用いて、臨床現場での歩行運動計測による運動学・運動力学データから、
歩行運動における下肢筋活動を計算的に評価した。このモデルに基づいて計算的に求めた筋活動レベルとパターンを
表面筋電図計測による筋活動によるものと比較検討することにより、モデル解析の妥当性を確認するとともに、内外
側を考慮した膝関節モデルに基づき、内側膝圧迫力には立脚初期で大腿四頭筋、立脚後期で腓腹筋の張力が強く関与
していることを示した。 
 また、地域在住高齢者を対象とする歩行測定データに基づき、内側膝圧迫力と膝の痛み・膝関節機能障害との関係
性について検討し、内側膝圧迫力と膝関節機能低下との関連性を明らかとした。それに続いて、内側膝圧迫力を減少
させる歩容と期待されている足部外旋歩行について検討し、通常歩行を比較して、内反モーメントは立脚前後期とも
減少したのに対して、内側膝圧迫力は立脚期後期のみ有意に減少することを示した。これらの結果に基づき、膝関節
機能障害を予防の観点からの歩行指導に当たり、従来指摘されている膝内反モーメントだけではなく、立脚期初期の
大腿四頭筋の活動とそれに伴う膝関節の運動、立脚後期の腓腹筋の活動と膝・足関節の運動にも留意することの重要
性を示唆した。 
以上、本論文は博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
  
 
